
第2次文化振興計画　推進施策・該当する事業名

事業概要

評価点数

有効性

5高い

3標準

1低い

第2次文化振興計画

基本方針（18項目）

該当項目

（1） 市民の文化に対する意識の高揚に関すること

（2） 芸術鑑賞等広く市民が文化に接する機会の拡充に関すること

第2次奈良市文化振興計画　事業評価シート（令和4年度）［記入例］

取組名・事業名 市庁舎ふれあいコンサート

事業実施者（施設・課名） 文化振興課

※該当する項目が2つ以上ある場合、３つまで記入してください。

第2次文化振興計画
推進施策項目・事業

①
施策 2-1　関心が持てない人に向けての文化鑑賞・活動機会の充実

事業 公共スペース等での参加・鑑賞無料イベント事業

②
施策

事業

③
施策

事業

※該当する項目が2つ以上ある場合、３つまで記入してください。

事業区分 市主催事業 実施回数 6回 開始年度 平成7年度

（応募）

実施日時 会場等 市庁舎玄関ホール

事業概要と目的
市民の方が広く文化芸術活動に触れる機会を提供することを目的とし、
誰もが無料でコンサート鑑賞できるイベントである。

5,000

ー人

事業費（円）

歳入 歳出

予算 市費 0 その他 0 10,000

参加者数 目標 300人 実績 480人

決算 市費 0 その他 0

令和4年度の
取組み・事業内容

の成果

奈良市国際音楽交流協議会の皆様と音楽の魅力を多くの人に知っていただきたく各種イ
ベントやコンサートなどへの演奏活動を積極的に取り組んでいる。
目標値より200人近く多い来場者数であった。又、しみんだよりを見て課に興味を示す
問合せが多数寄せられた。さらに、コンサート当日、椅子を60脚設けたが常に満席状態
であったことから広報面において広く市民の方に周知することができたと感じている。

事業に関する
特記事項

コロナの影響で2年間イベントを止め、市民の方への認知度が下がったように思った
が、コロナ前より参加者数が増え良い結果が得られた。

評価項目 評価 （参考）

4

実施した内容は事業の目的に対して効果を有する内容であったか 5

必要性 社会環境や市民ニーズを踏まえた上で、文化振興のために必要な内容であったか 5

効率性 投入したコスト（費用や時間）に見合った成果が上がる事業であったか 3

総合評価（自動計算）（平均点） 4.14

総括
（事業実施者記入）

市役所には多くの市民の方が訪れる場でもある。そういった場で、市民が気軽に幅広い
ジャンルの芸術に触れることができるふれあいコンサートは今後も引き続き継続して行
うべきイベントであると考える。

4/15,6/17，8/19，
10/21，12/16，2/17

独自項目① 4

独自項目② 5

市民文化 市民等の文化への関心を高め、主体的な文化活動・文化鑑賞に繋がる内容であったか 3

都市文化 奈良のアイデンティティを明確にし、都市としての価値を高める内容であったか
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